
（届出日）　平成　　年　　月　　日

（あて先）
福　岡　市　長

業者番号

所在地

商号又は名称

代表者職氏名
（又は代理人）

　印
（登録印）

連絡先

平成25・26・27年度において，一般土木推進工事の指名を希望しますので，直接的雇用関係にある技術者を

下記のとおり届出ます。

なお，記入内容に変更があった場合は直ちに届け出ます。

１　推進工事技士 ※推進工事技士登録証の写しを添付のこと

氏名
推進工事技士
登録年月日

推進工事技士
登録番号

２　適応工法の受講者（　推進工事技士については記入不要。分類は別紙記入要領参考のこと。　）

※講習会の受講証又は修了証の写し等，受講が確認できるものを添付のこと。
　なお，会社名等の記載がある場合は当該会社等に所属している間に限る。

大分類 中分類 小分類１ 小分類２

小口径管推進工法 高耐荷力方式 オーガ方式 一工程式 記入　例男  ○○○○○ 工法
（　H20年　5月修了）

               工法
（　　　年　　月修了）

               工法
（　　　年　　月修了）

               工法
（　　　年　　月修了）

               工法
（　　　年　　月修了）

               工法
（　　　年　　月修了）

               工法
（　　　年　　月修了）

               工法
（　　　年　　月修了）

               工法
（　　　年　　月修了）

受講者氏名 受講した適応工法名
（受講又は修了等年月）

有効期限

平成　　年　　月　　日 ～ 平成　　年　　月　　日

平成　　年　　月　　日 ～ 平成　　年　　月　　日

平成　　年　　月　　日 ～ 平成　　年　　月　　日

一般土木推進工事指名願（推進工事技術者にかかる追加及び変更届出書）

指名を希望する推進工法

平成　　年　　月　　日 ～ 平成　　年　　月　　日

記入例 



一般土木推進工事指名願の記入要領 別紙

「２適応工法の受講者」については次の例により記入してください。

（１）推進工事技士については記入不要です。

（２）推進工事技士以外の技術者で推進工法の受講者がある場合は，次の記入例の分類により記入ください。

なお，１つの工法で複数の推進工法に該当する場合は，希望する工法をすべて記載してください。

分類が不明の場合は工法協会等にお問い合わせください。

（記入例）

＜記入例＞ １の工法で複数の工法を申請する場合は次のように記載してください。

大分類 中分類 小分類１ 小分類２

小口径管推進工法 高耐荷力方式 オーガ方式 一工程式 記入　例男
 ▲▲▲ 工法

（　H20年　5月修了）

小口径管推進工法 高耐荷力方式 泥土圧方式 一工程式 記入　例男
 ▲▲▲ 工法

（　H20年　5月修了）

小口径管推進工法 低耐荷力方式 オーガ方式 一工程式 記入　例男
 ▲▲▲ 工法

（　H20年　5月修了）

指名を希望する推進工法

氏名
受講した適応工法名

（受講又は修了等年月）

大　分　類 中　分　類 小　分　類　１ 小分類２

開放型推進工法 刃口式

泥水式

土圧式

泥土圧式

泥濃式

圧入方式 二工程式

オーガ方式 一工程式

一工程式

二工程式

泥土圧方式 一工程式

圧入方式 二工程式

オーガ方式 一工程式

泥水方式 一工程式

泥土圧方式 一工程式

圧入方式 一工程式

オーガ方式 一工程式

ボーリング方式（一重ケーシング方式）

ボーリング方式（二重ケーシング方式）

泥水方式 一工程式

圧入方式 一工程式

ボーリング方式（一重ケーシング式）

ロット牽引式

チェーン牽引式

衝撃破砕推進方式

スクリュ排土式

圧送排土式

泥水式

オーガ式

オーガ鋼管式

二重ケーシング式

一重ケーシング式

大口径ケーシング式

静的破砕推進方式

回転破砕推進方式（Ａ）

回転破砕推進方式（Ｂ）

引抜方式

取付管推進工法
呼び径100～250

－

改築推進工法 －

密閉型推進工法 土圧式

中大口径管推進工法
呼び径800～3000

小口径推進工法
呼び径150～700

高耐荷力方式
（高耐荷力管）

鋼製さや管方式
（鋼管）

泥水方式

低耐荷力方式
（低耐荷力管）


